
放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
正
規
の
通
信
制
大

学
で
す
。
現
在
、
平
成
18
年
４
月

の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
分
野
の
放
送
授
業
（
学

部
約
３
０
０
科
目
、
大
学
院
約
60

科
目
）
と
、
印
刷
教
材
（
テ
キ
ス

ト
）
を
併
用
し
て
学
習
し
ま
す
。

　

15
歳
以
上
（
大
学
院
は
18
歳
以

上
）
で
あ
れ
ば
好
き
な
科
目
を
１

科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。
18
歳

以
上
で
あ
れ
ば
学
士
（
教
養
）
の

学
位
の
取
得
を
め
ざ
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
進
呈
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間　

２
月
28
日
㈫
ま
で

■
問
合
せ

　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
９―

９
２
３―

８
５
４
４

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

一
般
入
試
学
生
募
集

　

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校
は

実
践
的
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と

し
て
、
国
が
設
置
し
た
工
科
系
大

学
校
で
す
。

■
募
集
学
科
・
定
員

〇
機
械
シ
ス
テ
ム
系

　

生
産
技
術
科
・
20
人

〇
電
気
・
電
子
シ
ス
テ
ム
系

　

電
子
技
術
科
・
20
人

〇
居
住
シ
ス
テ
ム
系

　

住
居
環
境
科
・
20
人

〇
情
報
シ
ス
テ
ム
系

　

情
報
技
術
科
・
20
人

■
応
募
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
平

成
18
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
を

含
む
）
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

■
入
試
科
目　

数
学
・
英
語

■
願
書
受
付

　

１
月
23
日
㈪
～
31
日
㈫

■
試
験
日　

２
月
７
日
㈫

■
問
合
せ　

四
国
職
業
能
力
開
発

大
学
校
学
務
課

TEL
０
８
７
７―

２
４―

６
２
５
５

自
衛
官
募
集

■
募
集
職
種

　

２
等
陸
・
海
・
空
士

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
３
月
と
４
月
の
入
隊
を
希
望

す
る
方
は
１
月
31
日
㈫
ま
で
。

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

TEL
０
８
９
７―

３
２―

５
３
９
６

東
予
地
区
出
身
男
子
大
学
生
寮

東
予
学
舎　

舎
生
募
集

　

東
予
学
舎
は
、
東
京
や
そ
の
周

辺
の
短
期
大
学
以
上
の
大
学
に
在

学
・
進
学
す
る
、
愛
媛
県
東
予
地

区
出
身
の
男
子
学
生
を
対
象
に
し

た
学
生
寮
で
す
。

■
募
集
人
員　

15
人
程
度

※
㈶
東
予
育
英
会
が
委
嘱
し
た
選

考
委
員
に
よ
る
、
書
類
選
考
で

決
定
し
ま
す
。

■
施
設
概
要

〇
寮
舎　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
（
４
階
建
・
全
室
個
室
）

〇
寮
費　

６
万
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
朝
夕
２
食
付
）

〇
交
通　

京
王
線
西
調
布
駅
か
ら

　
　
　

徒
歩
７
分

■
応
募
期
限　

３
月
25
日
㈯

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
育
英
会
東
予
学
舎

TEL
０
４
２
４―

８
８―

６
２
６
１

※
各
高
等
学
校
へ
は
、
応
募
要
項

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　小坂交差点の立体化工事が１月23日の夜から始まります。立体化が完成する
平成19年３月末までの約１年３カ月の間、国道11号の直線レーンが上り・下り
ともに１車線ずつ減少します。このため工事に伴う車線規制中は、朝の通勤時
間帯を中心に、渋滞がさらに悪化すると考えられます。
　皆さまの工事期間中のご協力を、よろしくお願いいたします。

　国土交通省松山河川国道事務所では、朝ピーク時の渋滞緩和を目的として、
「こさか３００（さん・まる・まる）キャンペーン」を行い、キャンペーンモ
ニターとして渋滞緩和にご協力いただける方を３００人募集します。
■モニターの対象
　自動車通勤で小坂交差点を利用されている方で、通勤手段を電車やバスなど
の公共交通機関や自転車に変更してくれる方、または朝ピーク時を避けて早朝
出勤に協力してくれる方。
■モニター申し込みは、次のポータルサイト、ホームページで行っています。
〇小坂交差点立体化プロジェクト・総合渋滞対策ポータルサイト
　http://www.kosaka-cross.jp/
〇松山河川国道事務所ホームページ
　http://www.skr.mlit.go.jp/matsuyam/

１月23日から国道11号小坂交差点（松山市）で立体化工事による車線規制が始まります

お問い合わせ先
国土交通省松山河川国道事務所
調査第一課　℡089－972－0034

　松山河川国道事務所では愛媛大学と協働で渋滞シミュレー
ションを行ったところ、工事中の渋滞を工事前と同じくらい
に抑えるためには、１時間当たり２７７台の自動車の通行を
少なくする必要があることが分かりました。「こさか３００
キャンペーン」は、小坂交差点を通る自動車を「約３００台
／時」削減するという目標を掲げて行われます。

▼　小坂交差点周辺図　▼

愛媛県庁

松山市役所

松山城 道後温泉

こさか
インフォメーション
センター南環状線

東
環
状
線

小坂交差点
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